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は じ め に
音楽演奏の際に，体を揺らす等の身体動作を付随させることがある。合唱においてそれはし
ばしば「揺れる合唱」と称されるが，演奏者の内面から生ずる自然なものである場合はともか
く，例えば，雰囲気を盛り上げる目的等の，音楽的な内容以外の要請により行うこともある。
そうした動作は，合唱においては歌唱の妨げになる側面をもつ。
しかし，一方，教育的なメリットもあり，そのことに配慮したとき，デメリットを抑制しな
がら，実践できるような工夫が必要であると考える。本稿では，この「揺れる合唱」といわれ
る歌い方について，吹奏楽における「スタンド」を参考にしながら考察する。その上で，子ど
もたちや教師が主体的に「揺れる合唱」に取り組めるために，適合する楽曲や揺れ方の判別，
選択ができるようにすることを試みる。
筆者は，学級経営等に対するメリットと音楽表現とを両立させることが重要であると考える
が，この件に関する研究は，管見の限り見当たらないようである。子どもたちは教師から指示
される「揺れる合唱」に，少なからず違和感を覚える場合があり，そのことに対して留意する
という意味において，本稿の意義があると考える。
Ⅰ 身体動作を伴う演奏
1「揺れる合唱」
学校教育において，合唱は音楽科の授業に留まらず，子どもたちの協調性や団結力を高める
ため，学級経営の一環としても取り組まれている。その発表の場として学芸会や音楽会等で聴
衆を前に合唱をする際，子どもたちが体を揺らしている姿を目にすることがある。また，指導
する教師が，合唱する子どもたちに，歌いながら体を揺らすように指導することもある。この
歌い方は「揺れる合唱」といわれることがあり，筆者（芳賀）は，その指導に関する出前授業
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の要請を受けたこともある。
学校教育における合唱では，「多様な活動を通して自尊感情や集団生活においての他者理解
を深め，良好な人間関係を構築する」1）ことを目的として取り組まれることがある。特に，学
芸会や音楽会等の文化的行事に向けて合唱に取り組むことで，人間関係の形成や協調性，責任
感等の育成を図ることもでき，合唱コンクールを通して学校が立ち直ったという話も実例とし
てあるといわれている2）。このことに関しては，『小学校学習指導要領解説 特別活動編』にお
いて，「学校行事を通して，望ましい人間関係を形成し，集団への所属感や連帯感を深め，公共
の精神を養い，協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的，実践的な態度を育てる」3）
ことを目標とする学校行事において，文化的行事のねらいは「児童が学校生活を楽しく豊かな
ものにするため，互いに努力を認めながら協力して，美しいもの，よりよいものをつくり出し，
互いに発表し合うことにより，自他のよさを見付け合う喜びを感得するとともに，自己の成長
を振り返り，自己を伸ばそうとする意欲をもてるようにする」4）という記述が見られ，音楽科
以外に対する効果を感じさせるものとなっている。また，『中学校学習指導要領解説 特別活動
編』にも，ほぼ同様の記述5）が見られ，そのことは小学校・中学校共通であると考えられる。
こうした学芸会や音楽会等に関しては，学校通信等に掲載される場合がある。それらの紹介
記事において，子どもたちが体を揺らしながら合唱をしていたという記述の例を以下に掲出す
る（原文ママ）。
・体を左右に揺らしながら，大きな口で精一杯歌うことができました6）
・合唱は，一人一人が大きな口をあけて身体を揺らしながら歌っていて，とても素敵で
した7）
・リズミカルに体を揺らし演奏をしていました。先週の音楽朝会より更に腕を揚
ママ
げまし
た8）
これらの記述から，子どもたちがただ単に立って歌っているだけではなく，音楽に乗って体
を揺らして歌っている方が，楽しく，元気よく歌っているように聴衆に感じられているようで
ある。このことから，これらの行事では，合唱の技能だけではなく，それ以上に，態度や，雰
囲気が求められることがあると考えられる。また，音楽に乗って体を左右に揺らして歌う姿に
よって，子どもたちが楽しく，元気に歌っているように見え，そのこと自体が学校や学級への
評価につながる可能性もある。そうした背景から，学級の一体感や団結力の向上や，そうした
雰囲気の演出を期待して合唱する際，音楽に対する自然な身体反応とは異なる動作であったと
しても，体を揺らすことが求められるのではないだろうか。
2 吹奏楽における「スタンド」
演奏の際，体を揺らす等の動作を伴うことは，吹奏楽においてもしばしば見られる。Ⅰ/1
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において触れたように，音楽に対する自然な身体反応とは異なる場合があるが，吹奏楽におい
て，それらは一般に「スタンド」と称されることがあり，これは「立奏」ともいう。先述の
「揺れる合唱」において，学級の協調性や団結力を求める部分とは異なり，現代の吹奏楽の中
ではパフォーマンスの観点から「スタンド」が行われている。
我が国で初めて吹奏楽の編成で演奏されたのは明治初期であり，イギリス軍楽隊長の指導に
より陸・海軍に音楽隊が組織された。第二次世界大戦後には，陸・海・空の各自衛隊音楽隊と
して活動しているが，諸外国の軍楽隊と同様に，国家の式典における演奏，隊員の士気を高め
ることや国家広報が目的とされ，スタンドによる演奏を主とし，時にはマーチングでの演奏を
行っている。
このような歴史的背景の中，現代の吹奏楽は学校における部活動として発展した。特に式典
等，音楽によってその催しを盛り上げる目的から純粋に音楽を楽しむためのものへと変わって
いった。オーケストラによる演奏と同様に，奏者たちはコンサート会場では座奏によって，聴
衆に演奏を披露し，様々なジャンルの音楽を提供するための吹奏楽が誕生した。
吹奏楽の演奏会で「スタンド」をする場合のほとんどが，独奏パートによるメロディーや奏
者を目立たせる意味がある。多くの種類の楽器の中から立ち上がることで，聴衆は視覚的にも
「スタンド」をしている奏者に意識が行き，耳は必然的にメロディーに向かう。耳だけで音を
楽しむのではなく，視覚的にも楽しむ意味もある。特にポップスやジャズの作品にこのような
演出が多くみられる。
管楽器の演奏は，合唱のようにメロディーに合わせて体を揺らしていくことは一般的ではな
い。基本的に，身体でそれぞれの楽器を支え，呼吸によって音を作っていく楽器であるため，
身体の安定，姿勢の維持が，より良い音を出すための大前提となっている。ただし，緩やかな
叙情的なメロディーを演奏する際には，その音楽に合わせて自然に身体が揺れ動いてしまうこ
ともある。
しかしながら，吹奏楽の分野でも，合唱同様にグループとしての一体感や団結力をもつため
に，各楽器，パートによる同じ動き（揺れ）をしながら演奏する姿を目にすることがある。各
楽器で同じ旋律を複数の人数で演奏するためにフレーズの吹き方を統一，旋律の表情を整える
ために同じ動きによって音楽の感情的な自発的な行為ではなく，指導者の要請によるケースも
見受けられる。
Ⅱ 動作を伴うことの演奏へのデメリット
1 歌唱時におけるデメリット
音楽科においては，歌を美しく歌い上げるということにも，以下のように触れられている9）。
「自然で無理のない歌い方で歌う」とは，児童一人一人の声の持ち味を生かしつつも，音
楽的には曲想にふさわしい自然な歌い方をし，身体的には成長の過程にある児童の声帯に無
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理のかからない歌い方をするということである。これは，合唱曲などの西洋音楽の技法によっ
てつくられた楽曲を歌う際には，従来行われてきている頭声的な発声と差異はない。
このことと関わる，声楽的な観点からは，体を揺らして歌うことには，次のようなデメリッ
トがあると考えられる。「姿勢が崩れ，発声に影響する」「体の支えがなくなり呼吸（ブレス）
に影響する」「個人個人が異なった揺れ方（動作）をすると，周りの人は，それによって集中
力が失われ，歌いにくい場合がある」「揺れ方によっては，曲想に合わない場合や，歌いにく
い場合がある」という四点であり，これらが，歌唱時に体を揺らすことのデメリットであると
いえる。このことは，発声法において，歌唱時の望ましい姿勢には四つのポイントがあるとす
る，以下の記述10）を見れば明らかである。
・背骨をまっすぐに保つこと
・頸椎を垂直にすること
・息を吸うとき，胸は広く開かれた状態にすること
・両足を軽く曲げること
すなわち，これらの姿勢を保つことで豊かな響きのある声で歌うことができるのであり，体
を揺らして歌うことは，これらの姿勢を保つことを阻害することになって発声法上好ましくな
いといえる。なお，歌劇（オペラ）においては，身体的な動作を行う場面も多く，常にこの姿
勢で歌うわけでない。しかし，オペラ歌手の場合，体の力を抜いて歌うことや身体の縦の軸が
ぶれないように歌う等，常に適正な姿勢で発声をすることや，特別な訓練によって，歌唱に向
けた筋肉が鍛えられているため，動作を伴っても発声に影響はないとの声楽家の見解11）がある。
また，『小学校学習指導要領解説 音楽編』には，「低学年の児童は，音楽に合わせて自ら体
を動かすことを喜ぶ傾向が見られる」とあり，さらに，歌うことが大好きになるようにするた
めに「遊びながら歌う活動や体の動きを伴った活動を効果的に取り入れ」て「楽しい歌唱の活
動を進めることが大切である」とされている12）。ただし，これはあくまで，子どもたちが自ら
体を揺らす，自然に揺れるという形であったり，歌唱に対してプラスの作用をもたらしたりす
ることであって，揺れることを外的に要請することとは意味合いが異なっているといえる。
2 管楽器演奏時のデメリット
吹奏楽において，演奏時に「スタンド」を伴う場合にも，Ⅱ/1で述べた，体を揺らすこ
との歌唱時におけるデメリットと同様の問題があると考えられる。
基本的に，管楽器は息を安定させて吹き込むことで，良い音が出るように設計させている。
身体を動かすということは，先述の声楽的観点の「体の支えがなくなり呼吸（ブレス）に影響
する」のと同様に，息の安定を妨げ，良い音を奏でるには適しているとはいえない。管楽器の
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演奏には背筋を適度に伸ばし，上半身を自由に使えることが大切とされている。
腹式呼吸を基本として，空気を肺に最大限摂取するということが演奏上の課題とされる。主
な悪影響としては，音の安定感，音程のズレ，音色の悪化，不正確なリズム等が挙げられる。
「スタンド」演奏に関わり，フルートやクラリネット，トランペット等の比較的に小型な楽器
については影響は少ないが，バリトンサクソフォーン，ユーフォニアム，チューバ等の座奏を
演奏の基本としている楽器は，「スタンド」をするだけで演奏上の問題が発生する。特に小学
生・中学生で体が小さな子どもには，楽器をもつだけで精一杯になることが推察される。
次に「揺れる」というポイントでは，全ての管楽器に影響があると考えられる。Ⅱ/1で
述べたオペラ歌手の例のような特別な訓練とは異なり，管楽器の演奏は，マーチングバンドの
ように特別な練習をする以外は，演奏上プラスになることは少ないであろう。
それらのことを確認するために，演奏者（北翔大学吹奏楽団）に対して行ったアンケートの
内容は，以下の【図1】である。
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【図1】本研究で配布したアンケート
以下に，アンケート結果を集計，あるいは計算したものを掲出する（回収数24）。
［表1－1］や［表1－5］からは，「楽しさ」が意識されている様子が見て取れる。［表1－
4］［表1－6］からは「スタンド」の演奏を見たかったり，求められれば実践してあげたい
という意識が見て取れる。
一方，［表1－2］や［表1－3］からは，演奏のしづらさを読み取ることができる。
これらのアンケート結果からは，「スタンド」の演奏には，演奏のしづらさはあるものの，
より聴衆を楽しませるエンターテイメント性を重視する意識が見て取れる。Ⅰ/2において
述べた，吹奏楽の演奏会における「スタンド」には，独奏パートのメロディーや奏者を目立た
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［表1－2］問2②に対する回答結果［表1－1］問2①に対する回答結果
［表1－4］問2④に対する回答結果［表1－3］問2③に対する回答結果
「吹きやすい」を100％，「吹きにくい」を0％
とした場合の数値。
［表1－6］問3②に対する回答結果［表1－5］問3①に対する回答結果
せる意味があり，耳だけで音を楽しむのではなく視覚的にも楽しむ意味をもつという事柄の裏
付けということもできよう。
Ⅲ 学校教育における「揺れる合唱」の有効性と実践
声楽的にデメリットがあるとはいえ Ⅰ/1において述べたようなメリットは，教育上尊重
されるべきものであると考える。そこで，デメリットを抑制しながら，実践できるような工夫
が必要であると考える。音楽的な内容以外の要請によって音楽表現に支障をきたしながらも，
元気に歌ってさえいればよいというようなあり方ではなく，子どもたちが音楽に乗りつつ，好
ましい発声で，楽しく，元気に歌えることが望まれる。つまり，学級経営等に対するメリット
と音楽表現を両立することが重要であると考える。
しかし，これまで，この件に関する研究は，管見の限り見当たらないようである。その理由
は定かではない。元気に歌っている様子を見られればよいとか，反対に，体を揺らさずに美し
い声で歌うべきといった，それぞれの主張が交わることなく展開され，それらを両立させると
いう形の実践にはなっていないのかもしれない。あるいは，さほどこだわらなくとも，とりあ
えず実践することが可能だったこともあったのではないかと推察する。しかし，本節で後述す
るように，子どもたちは教師から指示される「揺れる合唱」に，少なからず違和感を感じてい
る場合がある。そうしたことを，教師は理解・認識しておく必要がある。本稿には，そうした
問題提起という意味でも意義があると考える。
まず，揺れる合唱に取り組む際には，歌唱を阻害する影響を与えないよう，十分に留意して
指導することが必要であるといえる。
また，体を揺らすこと自体，適合する楽曲と適合しない楽曲があると考えられる。この点に
ついては，Ⅲ/1以降において後述する。
子どもたちや教師が主体的に「揺れる合唱」に取り組めるよう，適合する楽曲や揺れ方の判
別，選択ができるようにする。その際，動作をつけて歌うことに対して，違和感があるのに無
理に行わないようにすることが大切である。まず，試しに体を揺らしながら歌ってみることで，
動作をつけながら歌って感じることが大切であると考える。また，楽曲によって，適合する動
作があることを理解し，実践しながら使い分けることが望ましいといえる。
1 名寄市立智恵文小学校（平成27年12月14日：全校）における実践
そこで，動作のつけ方を以下のように分類し，多様な楽曲で実験することで，子どもたちや
教師が主体的に，揺れる合唱に取り組めるよう，適合する楽曲や揺れ方の判別，選択ができる
ようにすることを試みた。
A：往復揺らし（拍に合わせて左右にステップする）
B：手たたき揺らし（AまたはCに手拍子をつける）
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C：固定揺らし（足は動かさずに体を左右に揺らす）
上記ABCの3種類の揺らし方について，『切手のないおくりもの』『上を向いて歩こう』
『うみ』等の25曲13）を次々に歌い，どの揺らし方が適合するか否かを感覚的に捉えていった。
全員が完全に一致する場合と，若干の感じ方の差異が見られる場合とがある14）が，全員で揃っ
て体を揺らすという暗黙の要求を子どもたちは感じ，理解することができるようである。この
実践では，Aに適合するという印象をもった子どもが64％，Bについては56％，Cについては
100％であった。Aに適合する曲は四または二拍子で雰囲気が明るくテンポのよいもの，三拍
子の曲や渋い曲調はC，穏やかな曲にはBは伴わない，といった傾向が見いだされた。
2 名寄市立名寄東小学校（平成28年6月24日：5年生）および，名寄市立名寄東小学校（平
成29年6月9日：1・2年生）における実践
この2つの実践においては，『ラベンダーの歌』という，穏やかで，かつ，弱起の含まれた，
名寄東小学校独自の楽曲を取扱った。出だしはAが適合しにくいが，曲想の変化があり，中
盤はCが可能となる。さらに，後半はAが可能であると考えられた。
なお，最後のコーダの部分は変化が細かく，ABCともに適合しないため，手を挙げる等の
動作が好ましいと考えられた。そこで，平成29年の実践では，出だし部分に，新たに「D：
首だけ揺らし（拍に合わせて首を左右に揺らす）」を設けて実践した（図2】参照）。
このように，歌詞の内容，曲調に適合する動作を選択して，曲想が盛り上がるにつれ，D→
C→Aと小さな揺らし方から大きな揺らし方になるよう設定した。このように，一曲の中でも
動作の使い分けができることが分かる。なお，穏やかな楽曲であるため，B（手をたたく）は
採用しなかった。実践の結果，ほぼ全体の様子として，歌唱を妨げる感じはないとの子どもた
ちの感想が得られた。
一方，歌いづらいという回答も若干見られ，その原因は，弱起，かつ，テンポの遅い楽曲に
対して動作をつけたということであった。こうした意見が多数を占める場合は，D（首のみを
揺らす）程度の動作に留めるのがよいと考えられる。
3 旭川市立旭川小学校（平成29年11月17日：5年生）における実践
動作のつけ方を以下のように分類し，多様な楽曲で実験する
A：往復揺らし（拍に合わせて左右にステップする）
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楽曲の構成
出だし → → → → → → 終わり
主部Ⅰ 主部Ⅱ 主部Ⅲ コーダ
揺らし方 D C A （D）
【図2】『ラベンダーの歌』の構成
B：手たたき揺らし（AまたはCに手拍子をつける）
C：固定揺らし（足は動かさずに体を左右に揺らす）
この実践では，『さんぽ』『エーデルワイス』『いつも何度でも』の3曲にABCの3つの動
作をつけて実践を行い，子どもたちにそのまま歌うよりも，元気に音楽に乗って歌えたか，そ
れとも歌いにくかったか，と言う問いに答えてもらった。実践の結果は，表の通りであった。
以上のことから，適合する曲としない曲があることがわかる。
また，『さんぽ』のように適合すると考えられる曲であっても，意見が分かれることがある。
すなわち，「体を揺らして歌いなさい」という指導に対しては，多かれ少なかれ，子どもた
ちは違和感を感じるものであると考えられる。
Ⅳ ま と め
音楽演奏の際に，体を揺らす等の身体動作を付随させる「揺れる合唱」や「スタンド」は，
学級の一体感や団結力の向上を期待したり，特定の演奏者を目立たせたりする等の事情により，
雰囲気を盛り上げ，聴衆に対して聴覚のみならず視覚的に働きかけることがなされるものとい
える。それが演奏者の内面から生ずる自然なものである場合はともかく，音楽的な内容以外の
要請により行うこともあり，少なからず演奏の妨げになる側面をもつ。
しかし一方，特に合唱においては，教育的なメリットもあり，そのことに配慮したとき，デ
メリットを抑制しながら，実践できるような工夫が必要となる。
本稿では，子どもたちや教師が主体的に「揺れる合唱」に取り組めるために，適合する楽曲
や揺れ方の判別，選択ができるようにする試みについて述べてきた。その際，Ⅲで述べた
ことを踏まえ，子どもにとって，動作をつけて歌うことに対して，違和感をもっている可能性
があるということを認識して実践することに留意すべきことを見いだした。
「A（左右ステップ）に適合する曲は四または二拍子で雰囲気が明るくテンポのよいもの」
「三拍子の曲や渋い曲調はC（体のみ揺らし）」「穏やかな曲にはB（手たたき）は伴わない」
といった傾向もあるようである。また，一曲の中で曲想が変化していく場合は，それらを組合
わせて適用することが可能である。また，動作のつけづらい弱起やテンポの遅い楽曲の場合は，
D（首のみ揺らし）程度に留めるのがよいと考えられる。変化が細かく複雑な部分については，
ABCDともに適合しないことがある。その場合は，手を挙げる等の拍を伴わない動作が好ま
しいと考えられる。
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［表2］旭川市立旭川小学校での実践結果
曲目 元気に音楽に乗って歌えた 歌いにくかった
さんぽ 64.9％（37名） 15.8％（ 9名）
エーデルワイス 1.8％（ 1名） 93.0％（53名）
いつも何度でも 22.8％（10名） 80.7％（46名）
実践に際しては，まず，とりあえず動作をつけながら歌ってみて，違和感がある場合には無
理に行わないようにすることが重要である。さらに，楽曲によって，適合する動作があること
を理解し，実践しながら使い分けることが望ましいといえる。なお，まずは合唱自体が歌える
ようにすることを，動作をつけることに先立って行うことが望ましいと考える。これは，Ⅱ/
1で触れた，子どもたちの体が音楽に乗って自然に揺れるという形や，歌唱に対してプラス
の作用をもたらすための前提となると考えられるからである。
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